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宮の前遺跡の発掘調査は、昭和51年度に実施した範囲確認調査をもとに、昭和53年度中

に圃場整備を実施する区域の記録保存を目的として緊急発掘調査を実施したものです。

宮の前遺跡は平安時代の遺跡であり、稲川地区の歴史解明の貴重な資料，として活用いた

だければ幸いです。

調査にあたっては、県農政部、稲川町教育委員会をはじめ、調査に直接参加してくださ

いました県南高校考古学研究会(湯沢高、湯沢北高、増 1=J=l高)の皆保に厚くお礼申し上げ‘

ますの

日召手口54子1"-3月

秋同県教育委員会

教育長、畠山芳郎



例白

1 .本報告は、秋田県雄勝郡稲川町八面に所在する宮の前遺跡の発掘調査報告である。

昭和53年度の国庫補助を得て、実施された。

2. 発掘調査は、昭和53年 6月 5日から 6月28日まで行った。

3. 調査主体者は、秋田県教育委員会である。

4.調査担当者庄内昭男

5.調査参加者

調査補助員 山田貞吉

調査協力者 富樫泰時、池田憲和、畠山憲司、柴田陽一郎、橋本高史、栗沢光男

平野芳昭、鈴木俊男、高橋有秀

県南高校考古学研究会(県立増田高校、県立湯沢高校、県立湯沢北高校)

地元協力者 片桐清玉、木村養作、片桐礼治、藤原善三郎、沓沢周三、木村行弥

木村永吉、片桐孝子、木村ミヨ、木村トモ子、樋渡京子、近野エミ子

木村シュン子、木村ユリ子、柴田エミ子、佐藤イツ

整理作業協力者 佐藤正俊、荘内公子、小林克

6.調査協力機関 稲川町教育委員会

7.本報告は庄内昭男が執筆し、編集を行った。

8.遺構・遺物について

遺構は、発掘調査時に土拡をSK、溝をSDと仮称記号をつけ、それに発見)I!買に番号をつ

けていった。 1地区ではSKOOlから、 SK052までの記号番号のうち、 SI匂02、SK006、

SK012、SK016、SK0l8、SK036、SK041、SK043、SK047が欠番となった。本報告書

では編集の都合上、発見時の仮称に)1頃じて、新たに遺構名を第 1'"'-'42号土i広と名付けた o

H地区の遺溝については、発見)1債の番号で編集した。実誤IJについては、 I地区では遣

り方iJ!iJ量で古で計測し、 H地区では簡易な遣り方を遺構毎に組み、売で引摂IJした。本報

告書の遺構実測図は、任意の縮尺となっており、スケールを付している。

土色の記載はJ標準土色帖」農林省農林水産技術会議事務局監修を参考にした。

遺構に付した矢印の方向は、すべて磁北である。

報告書中の出土遺物の実測図は、土器・石製品をすiこ、石器をすに縮尺した。なお土器

は、残存の割合に応じて、口緑部がす未満から士以上残るものは、中軸線付近の両側を

一部、士未満からす以上残るものは、

中軸線の両fßUJ~ーのところで一部を空白 二遺構二凡例

J
議
吋
持

j
i
l
l
-ヨ

にし fこO

9.遺構及び出土遺物の写真撮影は、庄内日日

男が行った。報告書中の遺物写真は、任

意の大きさであり、番号は実測図と合せ

た。

iII!tW!!!!!!!I!!!iiWIj黄掲色火山灰層

I〈注常三~;\'.~!焼土

S自然石 P・土師器 p'須恵器
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i 遺跡の立地と

遺跡のイ立霊・秋 FFlリj~tH:JJ如 :ISff百 }llìllT 八 jtrî'Y='f;'，.の前日の 1 にJ:ílrどどしてし、る fifJJl1 ff1ff勾を北流寸る

皆瀬川流域でi士、東担IJに平野形成され、広い!j(田Jlli;tWとなーっているつ宮の前遺跡は、 iilT1ギ

か lう点に1.5k11l 山際近，二{訂正Iしーとし zるァドFF!地誌のrfi'ニf!:'什とに前1I長ぐのびる微布地 1.に立地

しており、ナ:111地として干IjJこ討さ jしつごし、た。 水i干Iti:riとの比高は 1----- 11Zで標高123rn前後である。付

j庄の ~J~J:.'L 音1)1存ヵ、らは7/<FF! ffriが l:r:I三iに、 さ f…ベこその f--~ (ハ第二 ~f空!モ!と!に遺jilザF が j主主空できるつな

おその被高地山東f[IJJ に行ト J てじイ~iWr 1 IIJ .L!~: JJ心!とj戒してい

題辺遺跡:tfliJ 1I11IJ内で;士、古代の遺跡!ごしては71fの前遺跡].2;'クトに衆知ミれていなし、が、縄文

n，lf: f¥::し')j当:WFj)冶o勺 IJr:f主主11r:~ A しており、 7立のはIlj室j跡にj正しづー汗では京tll!;.、!j:l也l豆iニ4ヶf升あり、骨法d

川の;{打

間辺地野図 :万五千分(/lー

1 



亘調査概

J 調査に至る経過

宮の前遺跡i士、地元の 11m子賢逸氏に t-，て発見され、昭和50:Q三 6 丹には -1~1)に川ili調査を行

い、焼をともなう土i立を検IL¥している) 二の遺跡ω所有する畑地;士、 IhJj立の木 1}ljlIîjj みら 1~

2m程i告iL 、微尚j出であり、 111)品OnzでI'h北iこ200mの広さをもっている， H日干1151年夏には、稲川111]高

教育委員会が主体とな〆 Jて、遺跡の範1111椛認調査を行_.--;ている。稲川地!互内では、 11日干1:147年以

来県常同場整官民事業がji~ められてお;八 IP の!、'Jíj遺跡周辺も日ff 干115::;年春には計一向iιtü~f二組λ 込支

れたー昭和51年度範囲m主認調査で得られた内容をとに、昭和1531r.6月に遺跡の記録保存の
ため、発掘調査を実施 J-ることにな"} 完取調査の子定期IIIJ(土、[1日干115:3"1'. 6 )j 5 1-1カ aら6.fJ

25 Hまでであった。調査は 6月28!]まで延長して行い、調査終了直後に工事で{技法されたの

25調査の方法

IlB干1]51年度の範l明確認調査でl士、南北に長い地形を考慮しを台地の市ffllJにQJi) るんで a~ ~ノた

ァj丈ITIr原ヵ、ら YI抽を{滋北lこ沿っ 1)、 4m右手に限切]i)， 1. :2. :3 ・ーーーーじnj岸田数字を付ーした ο

X軸はそれに直:さとするように 4lTl紅にA 告 B • C.. ・のアルファベソトを付ーした υ ゲ 1) ソドは

4mX4mを 1r玄画とし、出向ij司ぴ〕杭でゲリッド名をl呼称したU 今1fl_1の調査でも、前内調査に

11国じてゲリ、ソドを設にしたが、 G14で北似IJに40clIl、東側に40clIZのずれができた。なお、 Y車由の

1'~14 まではゲリ、ソド毎に表!二を除去し、遺摘さを検出したが、それより北側では機械力を使い

表土を除去し、地山を精苦しも遺構引責 I~H した。 便宜じ南側80771ライ〉までを IJ出区、それ

より北を n1也 l~~ とした。検山した遺構の実mlJ は、 1 1也l三は、遺:)方測量を実施したロ n地医(土

平板測量で遺構の を記;f;}~ L、遺構毎に簡易び〕遣り方担IJ:量;を行--)t二

3. 発掘調査の経過

発掘調査を開始したのは 6月 51=1であり、グリッド何:に表土を除去し、 15基以!二の土地を検

出した。 6月 91二l、前i亘!の調査で未訓i売であった溶ち込みの範[)Iとi確認のため G:20グリッドを 2

mX  4ln で掘り、 IIJI:~\ 2 m、深さ 1mの掘り込みを{能認した。 6月10I~I 、ブルドーザーで三|ヒíHlJ地

[互の表土を除去する。前日確認した構がほぼ同じ11屈で東西にのびる。 6月13日、 一次ブルドー

ザーの表と除去を中止寸る。 6月14日、 I地区の表土除去が終わる。 6月1511、 Iラインの東

側、アラインのi者fJliJの土同観察用のベルトを残し、他のベルトを除去する。 丙びママ/レドーザー

で、二比例Jj出!互の表土を除去した。北京iHlJに焼士をともなう +:1立を出出し f二(-))JH;日以降、 I 地

ド.[7;]也111[ifJを1守主主し、ニ!二.[11;およ utiこチ〈の尚三記を行う u 二!二I広は-1分し、.:J:ir;"，:'rijJL三ミ1+J(1)ベペートをタ支:

し、 J1ft頁土を除去する 七、掘り込なの土iせ;につし、て J士、 1:質'深さ粛その他特記事墳を記載

し、ベルトをとり除いた。第 3 • 21 • 22 • 24 • 33~去の1:11とについては士: Ir;~?観京国を作成した 0

6 JJ 18日、日j也氏の北京ffllJを精在するυ溝@士位。ピ円トダIj等険1+11された 6月2411、 I 1也i王

の遺構精査を終え、全長写真を振る o 6 }-J 25 IJ、 I地区に遣 i)方を設定寸る門豆地i又では昨認

した土j広お土び瀞ぴ):[世間土を除去し、記録をとるυ6月261:-:1、 i地l支の遺惜の実渋IJをとりはじ

める o 6月281-=1、 い II地i王の遺構記i禄をとり終え、調査を終(した

') 
〕
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l第3図 In地区遺構配置図
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盟検出され

検11¥された主主伊f(ょ、 1 tl出i主~1昇正:一で三、 5珪主1如i跡ii迫亦/J在j下;1 • ごと.1:11:乙口窃 品持号寄fW弥F三 穆 fJ小jト、ゾ斗2シ六ノ

…~J土た、，:{持 1M踊j追J; 1 .詩奇凶凶):6 箸 I~:l丘立せ広11::二:三よ7 号 ;持:1伏!たミ二よ上t討オ立， (T、!ど二 :ソノ !ト、 ) 1 盆 Jjト、¥ゾ、ノチ壬穴♂F土ムえだ、ナなjに;ど

本市子{ゴ， I HlI上 lilH'/)くわ主IHしたj霞f詳山;I'Jii，lUjそするけ たお rtlli 互の 1 ::1:)ょに~- ) ¥"，、て(tm~JJ!J; 二自己

支図をど什ーしたハ II 地区では、多数の二i二ltL: /)~N:~U\ れたが、本〕手では形態の 'I'IJ 然としたものどけ

の ，庁r)を11記i) トーけ、説明去し lニυ

据立柱建物跡

IIH干1151ij'.，支，i);~h~J 査では、南北J=ïÆLlhfJ' ;) InJ梁行 1InJふるし、(.1それ口、 1"~T) J:~+立の建物と i能認 3 れ

ていたが、 1---'回〈ハ調査で、市北H{lih(f5 [1司法行 :3nnの建物でふ :1、京i[lllに)Uiを設けているこし

が確認された 1 身舎柱制 n 上院 11長~J:iJlラふるいは円形であり、 f訂長70仁川、'JÍI詮ふる I_} 1 ~ 

l__}:入 l-¥i、p呂、 Pl(h 11:.;， Tb， ftd二柱痕助:らしし汁存亡、があるι!イ1I十tU)掘りらーは11JJI予守長径40cIll

前jをである。 j注物の規模(士、 12川 9m:10clll であ i) 、性 111].， J' 11;;土桁行約三 .4172 、 i~1寸評):.L()m で

ドザ

r長勺弓与)，コ

去:摂三下主ゾ〈一一覧

柱穴列

第 1建物の棟方 I('Jに平行して 6([卦の柱穴亨せがあり、長さは 917l80cmである J 柱穴はPJ71ヲを!12

しており、径40~60cl/lであるつ 1き5の L:面にははで灰岩質泥告が入り込んでいる勺 1王立、 E古川士 111[\ i)方

で柱痕跡:が確認されている。 gl、E6(こ対応して西組IJ(こ品、 Esカ';elh i)、南北棟 51討 1!'Ii'Jの建物同:

ともぞ与えらuる。

表明ピ、、ノト一覧

j轟 JElffl

1) J 4 • 5 ゲ 1)吋ドの11'11¥Jに111)官20Cl7lT'Jijfを、 j架主 5C71Z、長さ 4/I/.'.!，OCIIIで南北に工Eる百年 1がある 0

2) J 12 ~〆リッドカ ， "J P:1に走:)、 J11 (/) rl~ll 日j で Tfl:î にややまがり、さじに南の第三三!寸 -1て拡をりj

i詐立がある。 IÞ!IU()~:{()C/Il、長さは12m25c7Ilである。 t1ロ2:j- 土J-IL で ;i~ ，~ 15ピ7Ilmであるの

4 
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第 1号土士広 (SKOOl) 

く確認状況> H8杭が北fJllJの中心にあり、出fJl.lJが削平されている。

第 2号土土産 (SK042) 

く確認状況> H4グリッド、の北側に位置している。

第ヰ号土土産 (SK004) 

く確認状況> G6グリソドの荷に位置している。

第 5号土士法 (S K005) 

く確認状況> G6グリッドの西側、第 4号ごとほの南に位置している。

く堆積土の状況> 黒色土 (lOYR2/1)が堆積しており、炭化物が少量混入する。

く断面の状況〉 皿~I犬を呈している。 確認商からの深さ(最深) 8 cm 

く底面の状況> ).t~B百はなだらかであり、東西に深さ 30C711程のピットがある。

第15号土士広 (SK015) 

く確認~I犬山> G5ゲリッドの西側、第 5~十土 11.t の i有に位置している。

6 一一
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第 3号土地 (SK003) 

く{確認状況> 1 6クリザ!ごの;Itlιil探に位置し、北京立柱建物のj1tH:)方町で切られてし、る。

1111[111がある υ

.5YR-1/-4J 
(7.5YR:2/2) 

(7.5YR3/:.?) 

3 

8 



く!街活iの:IJ::況〉 [m:1たをL止しでし、るョ

く里吉 .J.立j而の :1犬ìJ-~> 域高 5cmo 

ぐ/、、

(S K0(7) 

F 6グリッ F'[:1':J、第 6号一一仁i広の東に

確認[(~î からの j雫さ (1~h禁) 11clII 

監し、口

〈i中遺物の;1)ミ況〉覆土内上り多く H'¥土している 京号:2手重 了1-:[:lf!i器科， e室、器三年

第号号土土産

く確認状況〉

(S K(08) 

F5グリヅドの南西側に位置してし、る。

く堆積士の状況〉 黒褐色土(lOYR2/3) が堆積している

第百号土士広 (SK009) 

くI1昔話忍j犬;兄> E6 ゲリ、ソドの I~I]

く断面の状況〉 箱形を呈している。 確認面からの深さ

<壁@底面の状況〉 壁高 4Clllo 底f1iiは上ヒ較的平切である。

く1:1=¥土遺物の状況> よりごく少立のこi二号誌のTi，皮片が1+¥土

( KOlO) 

(最深)

E6ケ、、 1) '}ドのrl'i央部に位置 L て j3;人 ~jn2号土tGどを掘り込んでいる

9 
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第11号土士広 (SKOll) 

く確認:[)(O[.> E 5グ 1) ッドの北側に位置しており、北側を第12号ごとi誌に掘り込まれている。

第詑主善之土産 (S KO，)d) 

く確認状況> q~~ll 号 j二 lJl;の北部!を掘り込んでおり、南 fHlJ を第 9 号二UJl:で掘り込まれている。

第13号土土産 (SK013) 

く確認、:[)¥;兄> E6、D6ゲ 1) ドの中間にあり、東北部を第14号ニi二J11:で掘り iるまれている。

第14号土士広 (SK0l4) 

く確認状況〉 第13号ことJJょの南匹J音I1を指jり込んでし、る。

く堆積二との状況〉黒褐色土 (lOYR2/2) が ii{~積しており、東北隅の l~j函に焼土が浮いている。

くli9r面の状況> 鍋底状をしている。 1前i~ 高官、泊jからの深さ(最j架) 20c17l 

く慌 .J底面の状況〉 控高15ι・1110 J直面は II~I[11]している。

く/111J二遺物の状況〉

第17号土土産 (SKOl 

くfi'(if;tg:IR?兄〉

上:)多;itにI:U土している。 来器種 土師昔;付不a輩、須恵器室

11 
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第20号土士広 (SKO三0)

く確認~I犬i~L>

第21号土地 (SK021) 

く確認状況> 1 9 グリッドの北東の位置、第40号土l広を掘り込んど形態不 IljJ の~L: J11:をさらに
掘り込んでいる。長n立柱建物の掘り方円が西日どに接している。

14 



(S KO~:i) 

I 19グリヅ iごび)北lH1J~二位{起し、f;:{~40 7~' :-I-:Jlょに

く堆積 1:の:11く祝> í- は!;r~同色 1- (l()YR~n) がち中間四には茂柄色火 111U< ~ 1 : /) ~混入した

第40号土地 (SK040) 

く1i'京認状況> H9グリヴドr)せにあり、第三;H:子-I:J)ょの東1WJ出を掘り込んでおり、 fiqiHlJは形態の
不明な土1J1:にヒり掘り込まれている。i1fl¥立柱建物のi1n¥り方P7が東慨にJ安している。

15 



第22号土土真 (SK022) 

くli'{i市住11ミ況;:> 1 9グリッ 1--:の いる。 南 íHlJ はÇf~41 弓ーごとばで=tJtû i)込まれ、 I些ffWJに
IIl)iI15c7IlのキiIIl、

くJiJA吉1:の:)丈削〉 男同色 1: (lOYR2/三) i-_J.;，，)にョ 1': Jí~d ~二 J;H 色 i二(lOYR2/1l が封i:楕寸

え》

く l'lYi.]TrI (1) :U，~況> JT! I. :IJ~ を呈している (最深) 10cI71 

くHI'そ窃底ifTIの状況〉 椛;\~ij10cη10 確認出 Jう、んな

く /1\ 土遺物の状況〉覆と内仁 1) 土器が多量に liLJ二っ出器種~ +Jliji器杯(第211文14).輩、須恵iJ:まずE

第41号土土産 (SK045) 

く確認状況> ] 9ゲ 1) ッド‘の北東際に位置し、第22号 1二rJよの南側をJ泊if)込んでいる。

1 iミ
A、J

璽酔F
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第四号土地 (SK019) 

く確認状況> H9グリッドの東南際にあり、第23号土j広の南側に位置する。

平面71ヲ 不整円形|規模(長軸×短軸) 2 In55clll X 2 m25clll |長軸方向 東一両

く堆積土の状況>巣尚色土(10YR2/2)が堆積しており、炭化物が多最に混入している。

く断面の状況> 却1:1犬をi乏している。 確認雨からの深さ(品深) lOClll 

く控・!底面の状況〉 椛高10C711o南側の底面は平:lHであるが、浅いピソトが中央お上び壁の問。

く出土遺物の状況〉 覆土内より少量のこと器が出土している。

第27号土地 (SK027) 
く確認状況> E8グリッドの中央部に位置しており、南側は昭和51年に調査している。

平面形楕円形 l規模(長軸×短期的 1 m80cIll X 1 ln65cIll |長軸方向 東一酉

く堆積土の状況〉 県禍色土 (7.5YR3/2) が堆積している。

く断面の状況〉 皿状を呈している。 確認面カミらの深さ (最深) 16clll 

く壁・底面の状況〉 控高は西側で、25C1ll、東側で;l1C1llであり、底面は平坦である。

く出土遺物の状況〉 覆土内より少量の土器が出土している。

第28号土士広 (SK028) 

く確認状況> E9グリッドの南東際に位置しており、北側に第29号土地がある。

平面形精円形 |規模(長軸×短軸) 2 1η27CT1l X 11η60CT1l |長軸方向 東一西

く堆積土の状況>黒褐色土(10YR2/2)が堆積しており、下層に炭化物と焼土を少し含む。

く断面の状況〉 皿状を呈している。 確認面からの深さ(最深) 9 CIll I 

く壁・底面の状況〉壁高 5Clllo地山の黄褐色土よりなだらかに落ち込み、底面は平坦である。

く出土遺物の状況〉土器の破片が多く出土している。 ※器種 土師器杯・費、須恵器斐

第29号土I広

く確認状況> D9グリッドの西側に位置している。

平面形 円形 |規模(財ド短ヰ1a]) 85cm >< 83c77I l長軸方的j 東一酉
く堆積土の状況〉 黒褐色土(lOYR2/3) が堆積している。

亭

く断面の状況〉 血状を呈している。 確認泊jからの深さ(最深) 10Clll 

く控・底面の状況〉 底面は平坦である。

く出土遺物の状況〉 覆土j}すよりごく少量の土器が/Jj土している。

第30号土士広

く確認状況> E10グリッドの i二十l央部に付:置している。

平田形椅円形 規模(長軸× 長軸方向 市-北

く堆積土の状況>黒色士(10YR2/1)が堆積しており、中央部に底山ーより浮いて炭化物がある。

く|断面の状況〉 血l状を呈している。 確認面からの深さ(最深) 12clIl 

く壁・!底商の状況〉 西側で壁高 6Clllo 底面は凸凹]があり、軟弱である。

くLUJ二造物の状況〉 遺物のa-jJゴ土ない。

18 



挿図自次 図版目次
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第17図 第 2号土I広 23頁 図版15 第10号、第24号、第19号 l二i広

第18国 第 85-土拡 24頁 図版16 I地区山上遺物(1) 
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第31号土I広 (SK031) 

く確認状況> C8グリッドの西iHlJに位置し、東側が第32号土j誌と接してし、る。

第32号土土産

く確言忍状況〉

第34号土拡 (SK034) 

く堆積土の状況> 黒褐色土 (10YR2/3) が堆積している。

く断面の状況> 皿状を呈している。 確認面からの深さ(最深) 6 cm 

く壁@底面の状況> 壁高 6CIll。 底面はかなり凸凹している。

く出土遺物の状況〉 覆土上回より径60C771の範囲で多量の土師器杯が出土した。

第35号土士広 (SK035) 

く確認状況〉

第36号土地 (SK051) 

く確認状況〉

与jz.雨11:;;不整円形 i規権(長ーヰi由×短軸) 70cm >< 70c771 長軸方向 南-~Iヒ

く1ft積二iての状況> 黒褐色土(lOYR2/J) が堆積しており、炭化物の塊が混入する σ

u'-iてこ状を呈している。 確認、出カみらの深さ (最深) 20Clll 

壁高18Cl/lu 底面は平:l:Llで堅い c

く/L¥土遺物の状況> 1.立市より浮いて多量;の土器 1/~ 出土している。 三毛器種;上師器杯術室

19 



第33号土士広 SKO:3:3) 

く{í'(I~;1忍二IK況> FU杭が北側のqiIHJにあり、北部j

， !zrfli }j~ 

{i在認:fTiカミんなだんヵ、に落九1ムみ、底的ii~t r!!r [l日でj主化物が千?着寸る。

理j::III{I'r:上:)多乏しり Lおが111
1
..l~ て 活問題I-:~nrjj~~::出:(石川医jí1 '7) .室、況iよ叩比

12:3.2111 
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第号土土産 (S

く訂lf~，gt7ミ況> 13グリッ 1;内にあり、 :ltf!liJに;党乱

li主11，Hrfri刀、らの深

i 土 rlLll Ll I があり、ヰIx~J5] であるり

より士号jtのii!Jzパーがごく

(S K046) 

1 12グリッド、の北側に位i置している IJ_Ej下旬、二ItfJlIJに{寛吉Lをうけている G

第39号土拡 (SK039) 

く確認状況〉 調査I~の l盟端、 J 7ゲリ、ソド、山内fHlJに{立[置している。

エi三日五列弓 1 1lI 53c/ll X 1 IIZ :35clll 

く堆積i土の状況>

く|新江dの:1犬i足〉

県尚色こと(5 が堆積しており、炭化物が少量;含まれてい

同誌記市iカミらのj架さ

く 11~~ • J~ jiIiぴl;伏i7e.>

jf!，も!立:1犬を呈している。

控高11C1/Io I点Wiはかなり軟弱である。

第42号土地 (SK(50) 

く n{t~ f~10<~ドミ (1ft> 許可青[烹ぴ)ji1i端、

<¥:;¥1 • U't:fílî の :I}~óê>

く IJ\J二遺 !I;切の :j}~i兄〉

!.LI: rúii 土 m土~:ßJ である

J¥主:向J土11LI-していなし、

11 



〈H地区〉

C:20グリッドにj雫さ 1rn ，f:主の~~互ち jるみを硝~~'言、し、十幾

一ブ械力で表土を除去し、黄褐色火山灰岩を精査して

ンを確認した。長さ50m、11I討:2m~ 2 1n50c711であるの

台地のほほ1[1

j~部を [K切っている。東側は北流する七右二に門堰に交

わり、台地にがIJ って It~i流寸る J[足と r(TJl、合っている。西

日しており、やや~IU二張り出し 7こう瓜 ~I犬

1H1J はIli日4rn程にふくらんで水田に入り込んでおり、ふ
_L 

くらんだ部分に離がかなりみられる。調査はG20ゲリ

手、1t:17i:...トQ -l-_ -1-;::' I..j... -r:ーレ マ
ロIJこCjj，'jj-ノ I~ I~ ，}  ¥..-!Y)〆oI)~ 、

iご l~ 1;、ナ司 王土互主rlノー、、し干1FTAllilκ、
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G:20グリッドでの段而はU宇状を足し、表ことから深さ

は 1m :25clll である。底面近くから須恵器と土l~l~î器の破

片がLljごとしている。

員二

J
E
 

極黒褐色土 (7.5Y R2/3) 
黒褐色土 (lOYR2/3) 
黒褐色土 (7.5YR2/2) 
黒褐色土(lOYR3/2) 
黄禍色火山灰土塊
黒褐色土(lOYR2/3) 
暗禍怠土(lOYR3/4) 
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H地区では、大J非同:の他 iづjょが27、溝助;6、j持:伏 iづ広 1が検出されているが、ここでは、
土J:lt4と蒋助:6についで図と説l円を加えた。

第 2号土土広 SKO(2) 

く{在認~Iた況> iLiJ也の北東側主孟に近くも!とj置し

区一 -...A 

-. A 

間

第 2号土土産

一 2:3一一



(S 1く008)

1むl豆ュiヒsiJ:fHlJ発11tHr:<~ (1)仁!二l央官ISにfu:置してい

員二一

I:i昆入

第 8号土士広

:24 



溝状土土産

j講跡 1~ 6 (S D 01 ~ 06) 

名称 i方 /uJ 
f立 模 I I~Jr Uii I 1法認面から

ド戸 ， 、|堆積土
ぴ)j寸三さ (C!llj 
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117 出 について

1 I地区出土遺物

U山ζ上，)IL¥ ::l~した主447 を ---lli して二二にJ易げた。 1:訟は、各 1:11よ l久j 土:} /1¥ +:したものであ

るぐ主1WJ図 1 号三世 11は第三 !Jj-::i二 lJ)~ 上\)、 :3 は建物跡掘り }f P 1/1 上り、-'1(主立5"22号 l:lJ1:より、

5 ，t ~:H~3 号 j二 ilL: 上 iJ 、 6 ・ 71土 tf~33 号 .1二 JJl; 上、 8i士急r'~35 ~l 1: HL:上 i)、 9 U:正'}6 q-二i一二]:J主上 1)、
10はt{'}40号ゴ二i広上 i)/J¥" 1-してし tるの

土富市器杯形土器

いずれも休部がロケロ調設され、タト而に調整症が 1 71l711r1JM程の沈和ì~ 七なって~\(条残っているも

のがあるの底部は平庄で回転糸切り痕が残 J パごし、るリ色調は、間十月色ないし褐色を511し、 !1台

土に細砂粒が混入したものが多い。

土 i焼成 成形の特徴 備考

2 (16-2 i 

3 (16-3) 

4 (16-4 i 

5 (16-5) 

12.7 I 5.2 

良時副社幹位外傾 同転糸切り
一 一一

良 体部に丸味をもち、外傾 i回転糸切り i硬

は4.4)1(5.2) I 5.8 明褐色 細砂粒混 不良 体部こやや丸味をt七、タトMi 回転糸切川

質

12.8 5.1 I 5.6 明褐色細附混不良時訓示;佐をもち、外傾 回転的日刊灰色

※遺物番号左は、実視IJ[玄i番号であり、( )内は、図版番号である。計測値あ( )は推定ο

土師器鉢形土器

11 は、第 3 号ニi二 :1:J1;の底面上りやや L~ カミら出;としており、口 っており、底部が欠

損しているが、丸氏を呈すると考えられる。[::I径は、推定で、約40Clll、現高は11.2clllである。色

調は、 l珂禍色を呈しており、 n台ご!二には、中日砂が混入している。焼成は、やや不良である。丸~去

をもって外傾し、 [J}.菩 T~T)が突き出している。外国に lコケ口調整痕が残っている。なお外国のド

半に炭化物が{，j"着している

土製支脚

12は、 P16内上 i)/1 '1二i二している 上部が欠出しており、現存する高さ(士、 13.1Clll、下 -Al~ のi!主

任lO.9clII、上部のj丘毘7.8仁川のI.LJ筒形を旦しも民的iは半，-)である?

結鍾車

13l士、 H9ゲ、 IJ 、ノドの北iRi1明、去 iて下カゐ九 111土している堤灰JR 'l~i尼:YJ ヵ、 C) 作九れており、

直任{士、 9.3clllで、 }ljさは2.0ι"11/、 q.1央音15にF主任1.'2Clllの孔があいている v
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2 .口地区出土遺物

日地区上り山 l~ した遺物を--}百してここに掲げた。 ijf;;は、 f千Ui，L:11'l上 i)出土したものであ

ミiW11ヌj1 醤 ]:1{ 土 i1~ :z号!二j:jよ仁、三はおおけ 1:.1:11:こり、:ぅ--_.7 {土、江i:"::5 1:;-11: t i)、待

lO (t 泊三行サ~1:Jì): 1こり、 11'士号'54 ~}-Iて JJl-:上:}、 12i 上;~'}:Z H寸 I.J'I):仁 i) LU 1:してし，

土部器杯形土器

いずれも体部がロケ口調整れ、応部には!日1転糸、切り痕が残っている。色調は、子炉問色を主主

L、器出が!1lく、硬質の ιのが多い n

土 i娃成 成形の特 frz ご号

は、実測i当番号であり、( )内は、 lzl版番号である o rH組IJ11(( ( )は推定。

土師器童形式器

ω山は、 底部カか￥ら川i口i縁嗣音剖l日:が士一担欠損してお lりし)人、 i υi往9.8伽C印肌η

は、赤禍色を旦呈:し、!胎]治台;二土j土1:::二は紋f釘で、焼}成j戎主も良好でで、ある O 底部よりゆるやかに立ちあがり、 仁i縁部

が短く外反し、 I:=]l吾部が内側に斜めに突き出しているため、|新記が「く」の字状を呈している。

rl縁部から月同部にかけてはロケロ調整痕が施され、成部に回転糸切り痕が残っている。なお内

外国にわずかに炭化物が付着している。

11は、月同部から口縁音1.1が士桂残存しており、 1-1任15.4C/ll、現存11.5clIIで、ある。色調は、黄同

色を単し、胎土にキ111砂粒が混入しているが、焼成は良好である。頭部でわずかにくびれ、!!縁

部が短く外反し、 r-，).冨部がまっすぐ立ちとる。 1:":'1縁部はロケロ調整が施されている。なお内外
国に炭化物が付着しており、とくに口縁内似IJに厚く付着している。

12は、底部から服部下半は残存状態が良好であるが、服部上半から口縁部はわずかに接合し

ている。 1二i径は推定で22.8clII、底径9.2clll、高さ30.0Cl/lである。色調は、黄同色を呈しており、

胎士にキ111砂 ;1立が混入しており、焼)]えは良好であるJ.点 ~~:Ij 上 iJ ゆるやカミに立ち j二 iJ 、空長部でやや

くU;!l、υ結言iiが外J'i.寸るつ liJ吾郎はよし味をもち、上ぺて L、るのタトiilIの調整{土、 JJlf，]古'1jJ二、i三

ふんn同部卜斗三にかけては*fιJi[(rJ(ニ 1 仁771111日の.J::.l-で寸ーキ:~lr~J1tそされており、!点 .Ì.Ll近くでは横おとび

斜方InJ に TJ=~の十ヂがケイリ iη作用をともな〆〕て砲されている 桐存1.11'.半から円転回!日t1f空く M1I

十ヂされている。月間 ì~:ßIAJ[百は「寧 iこ指サ-されているわなお IJlr~J1!m 1- 二で吉;~H;Î:' がうすくなる

羽口

13は、 ーブフ「が欠J立してtゴi]、毛見1干する長さは8.o仁川、 111{?;6.¥)Clllでふる

つQ 一一一
':"'U 
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V と め

I J也 IJ，~の建物j萌:とL:ぽ 1r~tこっしも

。 子官iil 五)，!ij 子t(. ニヒって、 f;t~r会11l主 U) :: ~ IJ;~lt 1:と多誌の赤同色十:filli器をとそJな

う 1:j:J.ょが検出され、 'd!，~ の lìÎI遺跡~CJ) '1'主格として、 を'f:)IËIJ~ し .~ ;]1三

が、今回の調査で{士、大mj;s功:で区切られた南供IJl祖伝の1I1央1mに、南北|首15 rgJ :3 I日]で東山iをも

っ建物納;が除1111され、この建物跡を [-11心として iて拡一併の千j午f~ が考えじれ

o ::J二JJよl土、ほiま円JI予をしており、 J説{英i土、ミ 1mから :)mまでのもので、 IJ;fr1{!Î βi 、浅い JJJL~I犬

をするものとやや深~. ¥ ji{，¥¥.I主主|たを呈寸一るものと Jう二ある。 1笠原 iてi二[!iiを焼とが覆う 1)ぴ)/う:あり、

11¥土i宣物の:泣がかなり多い。二l二位内から出土する遺物は、大部分がi珂禍色ないし赤禍色を!止

する土!'illi器杯 a 翠であり、内外がロケロ調整されている υ

。士lJ.ti士、建物売仁下1，心に南部、西部、 III央部、東北部と1昨日Ijに分けられる。 南側には、筏1.5

m r~í1f去の浅い llIL状のとばが多く、 li\土遺物が少ない。西部 l土、筏 2m以上で、規模が大きく

掘り込みの訟をし、ごと:rJ1:が、重復したり、按したりして存在し、 1111二i二遺物が比較的多い。 中央部

は、建物跡の東賄側に沿って、径1.5mf背後の浅い皿状の土拡が多く、!二Lftiに焼土が浮いてお

り、出土遺物も比較的多L、。東北部は、土l広が散らば、っており、任 1m r'jí1f去の +1:肘:誌で皿 ~I犬

の浅いものが多い。焼土をともなうごとよ広が多く、 ILJJ:遺物もかなり多い。

0建物跡の掘り方で西部と中央部の土:rJ.L:が掘り込まれているが、建物跡と土i広の年代は、大き

なri，語りはなく、出土遺物から平安時代末 (11C 後半から 12C初め)頃とtit~定される。

立土也i又のi章構iこっし、て

OII地区では全面にわたって精査ができず、 ト分なJ巴t屋ができなヵ、った。縄文時代の石器も多

く表採されているが、 日也氏と i可肢にIIJ'J禍色ないし赤褐色を註する土i知器杯@奮が出土する

士i広が多く、それに溝跡、小穴鮮が検出された。

0ノト穴は径2UcI7l前後であり、中央部では、土足;群を図むようなi紀初jもあり、柱穴と考えられる

ものもある。

遺跡範|型確認調査の経過から南ft1iJを I二11心に遺跡の範111'1を考えたが、北側部分まで広範囲に遺

構が存在しており、前回の調査方針について問題が残る。担当者として今後の反省材料とした

。、
!ν 
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遺物出土状況
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